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問　

町
地
域
農
業
再
生
協
会（
経
済
振
興
課
内
）　

☎
2
8
2－

1
6
0
7

農業

選挙

「
青
年
就
農
給
付
金
」「
農
地
集
積
協
力
金
」
の
新
制
度

農
地
問
題
解
消
に
向
け
た
支
援

問　町選挙管理委員会（総務課内）　☎282 - 1111

町農業委員会委員一般選挙

地域農業の代表を決めます

 

国
で
は
、
農
業
で
の
新
規
就
農
者
や
農
地

の
問
題
解
決
に
向
け
て
、
「
青
年
就
農
給

付
金
」
と
「
農
地
集
積
協
力
金
」
の
新
制

度
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
地
域
ご
と
に
「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
」
を
作
成
す
る
こ
と
で
問
題
点

を
整
理
し
て
、
地
域
担
い
手
の
育
成
や
農

地
の
集
積
、
農
業
を
始
め
た
い
若
い
就
農

者
の
支
援
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

「
青
年
就
農
給
付
金
」
と
「
農
地
集
積

協
力
金
」
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

青
年
就
農
給
付
金

　

新
規
就
農
者
に
、
農
業
を
始
め
て
か
ら

経
営
が
安
定
す
る
ま
で
、
年
間
1
5
0
万

円
を
最
長
5
年
間
で
給
付
し
ま
す
。

▼
対
象
者　

①
原
則
45
歳
未
満
の
人
②
独

立
や
自
営
で
の
就
農
③
就
農
5
年
後
に

農
業
で
生
計
が
成
り
立
つ
実
現
可
能
な

計
画
で
あ
る
こ
と
④
町
が
作
成
を
す
る

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
へ
の
位
置
づ
け

が
あ
る
こ
と
⑤
生
活
保
護
な
ど
生
活
費

を
支
給
す
る
国
の
ほ
か
の
事
業
と
重

な
っ
て
受
給
し
て
い
な
い
こ
と

農
地
集
積
協
力
金

　

農
業
経
営
を
転
換
す
る
人
、
所
有
農
地

を
担
い
手
に
集
め
る
農
地
集
積
に
協
力
す

る
人
に
、
協
力
金
を
交
付
し
ま
す
。
た
だ

し
、
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
前
年

度
加
入
実
績
が
あ
る
か
、
そ
の
年
度
に
加

入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
者　

地
域
の
中
心
と
な
る
経
営
体

へ
の
農
地
集
積
に
協
力
す
る
農
地
所
有

者
で
、
次
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
人

　

①
米
、
麦
や
大
豆
な
ど
国
の
戦
略
作
物

の
土
地
利
用
型
農
業
か
ら
経
営
転
換
す

る
農
業
者
②
リ
タ
イ
ア
す
る
農
業
者
③

農
地
の
相
続
人　

※

遊
休
農
地
の
保
有
者
は
経
営
転
換
協
力

金
の
対
象
外

▼
要
件

【
対
象
者
】
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体

（
上
益
城
農
業
協
同
組
合
）
ま
た
は
農

地
保
有
合
理
化
法
人
に
す
べ
て
の
自
作

地
を
、
貸
し
付
け
先
の
相
手
に
指
定
し

な
い
白
紙
委
任
す
る
人

【
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
作
成
単
位
集
落
】

白
紙
委
任
の
対
象
と
な
っ
た
農
地
す
べ

て
に
関
し
て
、
地
域
の
中
心
と
な
る
経

営
体
に
農
地
集
積
を
行
う
こ
と
に
、
集

落
で
地
域
の
中
心
と
な
る
経
営
体
を
含

め
た
合
意
が
さ
れ
て
い
る
人

▼
交
付
単
価
（
戸
別
）

　

▽
0
･
5
㌶
以
下
＝
30
万
円

　

▽
0
･
5
㌶
超
２
㌶
以
下
＝
50
万
円

　

▽
2
㌶
以
上
＝
70
万
円

▼
注
意　

交
付
金
を
受
け
る
に
は
、
こ
の

ほ
か
に
も
要
件
が
必
要
で
す
。
詳
し
い

内
容
は
、
電
話
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問　

総
務
課
地
域
・
防
災
係　

☎
2
8
2－

1
1
1
1

相談
消
費
生
活
相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

4
月
か
ら
郡
内
4
町
で
広
域
相
談

問　

町
民
保
険
課
保
険
係　

☎
2
8
2－

1
1
1
3

国保
国
保
加
入
者
一
人
一
人
に
保
険
証
を
交
付

カ
ー
ド
型
保
険
証
を
一
斉
郵
送

　

近
年
、
増
加
傾
向
に
あ
る
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
の
解
消
を
目
的
に
、
消
費
生
活
相
談

窓
口
を
役
場
2
階
地
域
・
防
災
係
に
開
設

し
て
い
ま
す
。
消
費
生
活
相
談
は
、
町
と

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
協
力
し
て
、
事

業
者
と
消
費
者
と
の
間
に
生
じ
た
苦
情
を

処
理
す
る
た
め
の
専
門
窓
口
で
す
。

　

平
成
22
年
度
に
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
件
数
は
、
約
7
2
0

0
件
を
数
え
ま
す
。
そ
の
内
、
御
船
町
で

は
1
1
1
件
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
相
談
が
多
い
も
の
は
、▽
健
康
食
品
や

布
団
の
販
売
▽
多
重
債
務
▽
教
育
費
▽
住

宅
ロ
ー
ン―

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
で
す
。
問

題
が
長
期
化
す
る
と
、
精
神
的
な
病
気
、

家
庭
崩
壊
、
犯
罪
、
自
殺
に
つ
な
が
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
社
会
問
題
に
対
応
す
る
た
め

町
で
は
、
上
益
城
郡
4
町
（
御
船
、
嘉
島
、

甲
佐
、
山
都
）
で
、
消
費
生
活
相
談
業
務

の
協
定
を
3
月
下
旬
に
締
結
予
定
で
す
。

協
定
を
結
ん
で
、
消
費
生
活
へ
の
強
化
を

広
域
的
に
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
消

費
者
行
政
相
談
員
が
問
題
解
決
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。

　

上
益
城
郡
4
町
で
は
4
月
か
ら
、
毎
週

相
談
窓
口
を
設
け
て
、
消
費
者
の
悩
み
や

苦
情
の
早
期
解
決
を
全
面
支
援
し
ま
す
。

▼
対
象
者　

　

上
益
城
郡
4
町
内
に
在
住
、
在
勤
や
在

学
す
る
人

▼
相
談
内
容　

　

商
品
の
購
入
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
で
生
じ

た
▽
販
売
方
法
▽
契
約
内
容
▽
品
質
ト

ラ
ブ
ル―

な
ど
の
悩
み
や
苦
情

▼
相
談
日
・
場
所

▽
毎
週
火
曜
・
御
船
町
役
場

　

☎
2
8
2-

1
1
1
1

▽
毎
週
水
曜
・
嘉
島
町
役
場

　

☎
2
3
7-

1
1
1
1

▽
毎
週
木
曜
・
甲
佐
町
老
人
い
こ
い
の
家

☎
2
3
4-

1
1
9
2

▽
毎
週
金
曜
・
矢
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
千
寿
苑
」

　

☎
0
9
6
7-

7
3-

1
7
0
0

▼
相
談
時
間

　

9
時
〜
16
時

　
（
12
時
〜
13
時
を
除
く
）

▼
必
要
な
も
の

　

契
約
書
類
や
チ
ラ
シ
な
ど
の
資
料

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
へ
、
一
人
一

枚
ず
つ
の
「
カ
ー
ド
型
保
険
証
」
を
郵
送

し
ま
し
た
。
保
険
証
は
、▽
一
般
被
保
険
者

用
（
緑
色
）▽
退
職
被
保
険
者
用
（
水
色
）

―

の
2
種
類
で
す
。3
月
中
旬
ご
ろ
に
郵
便

書
留
で
配
達
さ
れ
ま
す
。

　

4
月
1
日
か
ら
は
、
新
し
い
保
険
証
を

持
っ
て
、
医
療
機
関
へ
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
は
、3
月
31
日

で
有
効
期
限
が
き
れ
ま
す
。
４
月
１
日
を

過
ぎ
ま
し
た
ら
、
各
自
で
厳
重
に
処
分
し

て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
税
を
納
め
て
い
な
い
人

に
は
、
保
険
証
を
送
っ
て
い
ま
せ
ん
。
保

険
証
を
持
た
ず
に
医
療
機
関
へ
受
診
し
た

場
合
に
は
、
10
割
全
額
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
。
保
険
証
が
必
要
な
人
は
、
保
険
税

を
役
場
１
階
会
計
課
や
金
融
機
関
の
窓
口

で
納
め
ら
れ
た
後
に
、
保
険
証
の
発
行
と

な
り
ま
す
の
で
、
保
険
係
窓
口
ま
で
受
け

取
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
保
険
税
が
納
め
ら
れ
て
い
な

い
世
帯
で
あ
っ
て
も
、
高
校
生
以
下
に
は
、

6
カ
月
間
有
効
の
短
期
保
険
証
を
交
付
し

ま
す
。
短
期
保
険
証
を
受
け
と
る
た
め
に

は
、
世
帯
主
や
国
保
税
を
納
め
て
い
る
人

の
納
税
相
談
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

保
険
係
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　3 年に一度の任期満了に伴う町農業委員会（宮本
力会長）の委員一般選挙が次のとおり執行されます。
▼告示日　４月10日火
▼投票日　４月15日日　７時～17時
▼委員定数　13 人

▼立候補の届出　立候補に必要な書類は、　選挙管
理委員会に用意してあります。立候補を希望する
人は取りにお越しください。
▼立候補の受付日時・場所　４月10日火
　８時30分～17時　役場 2 階総務課総務係

高額外来診療費が一定額に

　4月1日から、医療機関で高
額な外来診療を受けた場合、窓
口での支払いが一定額にとど
められます。
　これまでは、入院時の高額療
養費のみが対象でしたが、外来
診療も同じ取り扱いとなりま
す。病院、保険薬局、指定訪問看
護事業者などの医療機関に受
診した際に、窓口で限度額適用
認定証を提示することで適用
されます。
　この適用を受けるためには、
限度額適用認定証の交付手続
きが必要となります。対象者
は、70歳未満と70歳以上の非課
税世帯の人です。事前に役場1
階保険係窓口で、限度額適用認
定証の交付手続きをお願いし
ます。詳しい内容は、直接お電
話でお尋ねください。


